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 Japanese conditional nara, like other conjunctions, functions to  connect two clauses (S1 

and S2) and states the condition,  Si under which S2 happens. It is shown that such verbs 

as sippaisuru (fail), oboreru (be drowned) and byooki-ni-naru (become sick) cannot co-occur 

with it. I will argue that this is because these verbs express an  `unvoluntary' resultant 

state rather than a  'voluntary' action. In other words, they imply a situation which 

comes out naturally beyond human will. In using nara, the speaker makes the judgement 

in  Si that it is so on the basis of the information he gets from outside and makes his own 

statement in S2. No one can judge that such a situation will exist. Yet if followed by 

(si)sooda (be likely to), yooda (appear) and kurai (degree) or used in the past-tense form, 
these verbs can be used with nara. Because the speaker can judge that there is now an 

appearance, outlook or probability that such a situation will exist, or that such already 

exists.

1

「なら」は元来 「断定」を表す助動詞 「だ」の仮定形で,「と」,「たら」,お よび 「ば」と同様
「条件」を表わすと言われている。体言や一部の助詞,お よび動詞 ・助動詞の終止形に接続する。

その特長 として,後 件には,前 件の動作が完了しなければ可能 とならないような動作 ・状態は

現われないことが挙げられる。1

(1)*ア メ リカへ行 くな ら,日 本の ことが懐 か しくなるで しょう。

(2)ア メ リカに行 くな ら,沢 山お金が要 るで しょう。

また,前 件の 「想定の主体」が,話 し手 自身ではない,す なわち,「外」からの情報に基づい

ていることも,そ の特長の一つである。それ故,話 し手が自分の意図を聞き手,す なわち他人か

ら言われて意識することはないので,(3)は 非文である。

(3)*(君 の言 うように)僕 が行 くつ も りな ら,太 郎 も行 くだろ う。
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自らの情報から発するのではなく,例 えば(4)の ように相手が言 ったことを受けて,前 件が述べ

られる。

(4)A:僕,今 度 アラスカへ行 くんだ よ。

B:ア ラス カへ行 くな ら,着 る ものをいっぱい持 っていった方がいい よ。

また,「 な ら」 は,元 は 「仮 定」形 であ った に もかか わらず,目 の前 にある状態,実 際起 こっ

ているこ とを,述 べ るのに も使 われ る。

(5)そ こで歌 を歌 っているなら,仕 事 を手伝 って くれ よ。

(6)君 も 日本人 なら,こ の位の漢字は読 めるだろう。

さらに赤 塚(1985)は 次 の ような例 では,「 なら」 の前件 は話 し手が今 まで知 らなか ったこ と

に対す る 「驚 きの感情 」 を表わ し,そ して それは話 し手 だけが発 す るこ とが で き,か つそれ を

「真」で あるとみな している新情報である と述べ てい る。そ して,こ のような種類の文 は,後 件

に 「後悔 の念」 を表 わすので,'surprise/regret'conditional(「 驚 き/後 悔 」 を表 わす条件文)と

呼んでいる。

(7)(友 人を病院に訪ねて)

こんなに喜んでくれるなら,も っと早 く来てあげればよかった。

皿

さて,こ の前件に関して興味深い現象が見られる。

(8)Aあ いつ今度の仕事 に張切 っているみたいだよ。

Bあ いつが頑張るな ら,何 か力にな ってや らな くて は。

(9)Aあ いつ仕事が うまくい ってないみたいだよ。

B*も し,あ いつが失敗す るな ら,何 か力 になってや らな くては。

(8B)は 問 題ないが,(9B)は 非 文であ る。 この違 いは どこか ら来 るのだろ うか。 これ ら二つの

文の違い は前件 の動詞 だけである。前者 の文 の動 詞は 「頑張る」,後 者の文で は 「失敗す る」で

あ る。

では,「 頑張 る」 と 「失敗す る」は どう違 うのだろうか。「頑張 る」 は自らの意志で行 なうこと

がで きる行為 である。 自ら努力 して頑張 ることがで きる。 自らの 「動作 ・行為」 を表 わす 「意志

動詞」である。一方,「 失敗す る」のは,自 らの意志で行 な うのではない。 「無意志動詞」であ る。

かつ,こ の ような動詞 は 「結果」 と して,そ のよ うな状態 になっている ことを表 わす。「失敗す

る」のは何 か努力 したが,本 人の意志の及 ばない所で うま くいか なか ったその結果 を表 わ してい

るのである。

「(血が)出 る」
,「(咳 が)出 る」,「(雨 が)降 る」,「(台 風が)来 る」 などの動詞 も確 か に無意
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識的であ る。「(人間が部屋 を)出 る」の とは異な り,人 の意志の及ばない ところで,自 然 に血や

咳が 「出 る」 のである。 しか しなが ら,こ れ らの動詞 は 「失敗す る」 の ように,結 果 としての状

態 を表わわ してはいない。 これらは,そ の ような 「事態 ・出来事」 が一時的 に起 こるこ とを示す。

これ らの動詞 は 「なら」 と共 に使われ る。

(10)A:天 気 予報 では,明 日は雨だ よ。

B:雨 が 降 るな ら,傘 を持 っていかな くてはね。

次の例は(9)と同じく動詞が無意識的で,か つ結果 を表わすので非文となる。

(11)A:あ いつ泳 ぐのがへ ただから,溺 れ るか もしれないよ。

B:*溺 れ るなら,気 を付 けて見 てい ない とね。

(12)A:あ いつ この ままだ と,ま す ますパチ ンコにのめ り込 むよ。

B:*あ ま り深みには まるなら,厳 しく注意 しない とね。

(13)A:あ いつ の事業,順 調 に行 って いるらしい よ。

B:*あ いつが成功す るなら,お れたち もます ます頑張 らな くては。

「溺れ る」
,「 深 みにはまる」,「成功す る」 は 「失敗 する」 同様 自らの意志 でその ような行為 ・動

作 を行な うのではな く,結 果 として自然 とそ うなるので ある。2

と ころが,今 まで見て きたような動詞が前件 に現 われてい るに もかかわ らず,文 法的であ る場

合があ る。

(14)A:お れ,今 度の成績悪 くて落第するみたいだ よ。

B:*落 第 するなら,早 く担任 の先生 に相談 したほ うが いい よ。

(15)A:お れ,も う一年学校 にいるつ もりだ。

B:落 第 す るな ら,も うこれか ら授業 に出な くて もいい じゃないか。

「落第す る」 とい う動詞は 厂無意志動詞」 として使 われ
,か つ結果 を表わすのが普通の使 われ方

であ る。 それ故,(14B)は 非 文 である。 ところが,こ の動詞が 「無意志動詞」 ではな く,「 意志

動詞」 として使われる場合 もあ る。それが(15)の 例 である。Aは 自らの意志 で 厂落第す る」 と

い う行為 を行 なうのである。「・・す るつ も りであ る」 という意味で使 われる。「わざと」,「 わざわ

ざ」,「あえて」 な どの 「意志」 を表す副詞が(15)に は使 うこ とが で きるが,(14)で はで きな

いo

(14')A

B

(15')A

B

おれ,今 度 の成績悪 くてわざ と落第す るみたいだ。

*わ ざと落第する(つ もり)な ら,…

おれ,も う一年学校 にい るつ もりだ。

わ ざと落第す る(つ もり)な ら,…

また,こ の ような動詞 は 「意志」の他 に,「 希望」 などを表 わす場合 にも,「 なら」 と共に使 わ
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れ る。

(16)Aこ ん なに しぼ られるなら,お れ死 んだ方が ま しだ よ。

Bお まえが,死 にたいなら,お れ も付 き合 ってやる よ。

「苦労する」,「悪の道に入る」,「自殺する」などの動詞も,否 定的 ・消極的な含蓄があるので,

通常自ら進んでそのような行為を行なうとは考えられにくい。それ故,特 別な場合を除いて 「意

志」あるいは 「希望」を表す動詞 としては使われにくい。

次の 「…になる」 という形の文 もこれまでの例 と同じように説明できる。

(17)A:こ ん なに忙 しいん じゃ,病 気 になって しまうよ。

B:*病 気 になるな ら,あ ま り無理 をしない ようにね。

(18)A:僕,将 来,エ ンジニアにな りたいんだ。

B:エ ンジニアにな るな ら,理 科系の科 目をよく勉強 しておいた方 がいい よ。

(17)の 「病気になる」は通常 「無意志動詞」で,か つ結果を表わす ものであると考えられる。

普通は自らの意志で 「病気になる」のではなく,結 果としてそのような状態になるのである。一

方 「エ ンジニアになる」は,自 らの意志でなる訳であるから 「意志動詞」である。それ故,(17

B)は 非文である。もちろん,わ ざと病気になる場合には 「なら」 と共に現われることができる。

(19)A:こ ん なに仕事が厳 しいん じゃ,わ ざと病気 にな って休 んでや ろうかな。

B:病 気 になる(気)な ら,も っ と忙 しくなってか らの方が いいよ。

皿

前章では 「無意志動詞」で,か つ結果としての状態を表わす動詞はrな ら」 と共に使われない

ことを示 したが,以 下のような場合には可能となる。

3.1「(し)そ うだ」,「ようだ」が続 く場合

共 に助動詞 で 「(し)そ うだ」 は元来,体 言 「そ う」 に 「断定」 の助動 詞 「だ」 が付 いた もの

で ある。「その ような様子だ,そ うな る様子だ」 とい う意味で 「様態」,「推量」 を表わす。一方

「よ うだ」 は名詞 「よう(様)」 に 「断定」 の 「だ」が付 いた もので ,元 来は 「その ようなあ り

さま(有 様)で ある」 という意味であるが,幅 広 く 「…の状態 にある」 ことを感知す る言 い方 に

も使 われ 「不確 かな断定」,「婉 曲」 も表 わす。 これ らの助 動詞 には仮定 形 「(し)そ うな ら」,

「ような ら」
,が あ り,「 無意志動詞」 と結 び付 くことがで きる。

(20)A:お れ,今 度 の試験 の成績悪 かったみたいだ。

B:落 第 しそ うなら,な にか手 を打 ったほうがいい よ。

(21)A:彼 女 す ぐ乗 り物酔いす るらしい よ。

B:具 合 が悪 くなるようなら,無 理 しない方がいいか もね。
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しか し,そ の他 の推量 を表わす助動詞 「だ ろう」,あ るいは 「らしい」 は,「 なら」 と共 に現 わ

れることはで きない。

(22)A:あ の 人多分,明 日来 ない と思 うよ。.

B:*あ の 人が休 むだろうな ら,誰 か他 の人がその仕事 や らな くちゃね。

(23)A:彼,相 当お金貯めている らしい よ。

B:*?そ ん なに持 っている らしいな ら,貸 して くれるように頼んでみようか。

「だろ う」 は外部 に根拠 のない
,話 し手 の単 なる 「推 量 ・想像」 を表 わす。 「ら しい」は 「よ う

だ」 と意味が似ているが,「 らしい」が外部 の根拠 に基づ く 「推量」 を表 わすの に対 して
,「 よう

だ」 は外部の客観 的根拠 を持たず,む しろ,も のの 「外見 ・様子 ・有様」 に対す る,話 し手 の主

観 的な 「判断」を表 わす。厂らしい」同様,確 たる根拠がある ことを示す 「伝 聞」 の 「(だ)そ う

だ」 には仮 定形 厂(だ)そ うなら」が存在 しない。3

言 い換えれば,「 らしい」,「(だ)そ うだ」 は話 し手 自身の 「判断」 を表 わす とい うよりも,む

しろ 「外 の情 報 を伝 え る」 とい う働 きをす る。他方,「(し)そ うだ」,「 ようだ」 は 「外 見 ・様

子」 に基 づ く 「判断」 ・ 「推量」であ る。話 し手 が相手 の発言 を聞 き,そ れ を基に 「彼 は病気の

ようだ」 とか,実 際空 を見 て,「 雨が 降 りそ うだ」 とかの 「判断」 を下すのである。

(20B)で は,話 し手 は,厂(君 が)落 第 してその状態 にある」 と言 ってい るのではない。そ う

で はな く,話 し手 は相手が 「落第す る」様 子が今あ る と 「判断」 してい るのである。人 は 「(何

かが)… の様相 を呈 している」 とは言えるが,誰 も自然 にその状態 になっているだろうとは 「判

断」 で きない。(21B)も 同様 に,「(彼 女 が)具 合が悪 くなる」様 子があ ると 「判 断」す る と,

とい う意味であ る。

3.2「 くらい」 が続 く場合

副助詞 「くらい(ぐ らい)」 は名詞 「くらい(位)」 か ら転用 された もので,元 々 「分量,程

度」 を表わ し,「 … くらいなら」の形で,「 あ る事 が らを引 き合いに出 し,そ れに比較 して,他 の

もの を,よ り強 く主張す る」 とい う意味で使われる。

(24)A:お ま え,こ の まま じゃ留年す るよ。

B:留 年 す る くらいなら,お れ学校 をやめるよ。

(25)A:こ こず っと仕事が 忙 しくて,ダ ウ ンしそ うだ。

B:そ れ で体 をこわす くらいな ら,今 の仕事変わったほ うが いい と思 うよ。

前節 で 「無意志 動詞」 は 「(し)そ うだ」,「 ようだ」 と結 び付 くことがで き,そ してこれ らの

助動詞 は共通 して,「 外見 ・様子」 に基づ く,話 し手 の 「判断」 を表 わすこ とを見た。「くらい」

も同様 に,話 し手 の 「判 断」 を表 わす と言 え る。(24)で は,結 果 と して 厂留年」 していること

を予想 してい るのではな く,「 留年す る」 とい う(ひ どい)「 程度」 にまでなる と 厂判断」 すると,

とい う意味である。そ して話 し手 はそれ と 「学校 をやめる」 とを比較 し,後 者 のほうが まだま し

だ と,後 件で主張 している。
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3.3過 去形で使われた場合

これまでの例ではすべて,「無意志動詞」 は現在形であったが,過 去形になった場合には 「な

ら」と共に現われることができる。

(26)A:太 郎 君入試 に失敗 したら しい よ。

B:あ ん なに勉強 していたの に落ちたの なら,さ ぞが っか りしてい るだろうね。

(27)A:あ の人働 きす ぎて病気 になった らしい よ。

B:病 気 になったのな ら,し ばら く田舎で静養す るといいよ。

厂失敗す る」,「落ちる」,「病気になる」のような 「無意志動詞」は現在形で使われた場合,結

果 として起 こっている状態を示し,そ れは人間の意志 ・意図を越えたものなので,話 し手 を含め

誰 もその状態になっているとは 「判断」できない。

ところがこれらの動詞が過去形で使われた場合には,本 当かどうかは別 として,少 なくとも外

部からの情報により,そ のような状態にすでになっていると 「判断」することができる。それ故,
「なら」が使える。(26)で は,相 手が 「太郎君は(現 に)試 験に失敗 した状態である」 と言っ

ているのだから,話 し手はそうであると考えることがで きる。

「(し)そ うだ(そ うなら)」
,「 ようだ(よ うな ら)」,「 くらい」が続 いた場合,お よび過 去形 に

なった場合,「 無意志 動詞」 が 「な ら」 と共 に現 われ ることを見て きた訳 だが,す べ てに共通 し

ているのは これ らの形 になれば,話 し手が 自分 自身の 「判断」 を表わせ る ということであ る。

「なら」 は最初見 たように
,そ の前件 の 「想定の主体」が話 し手ではな く,話 し相手な ど外部に

ある。話 し手 はそ こか ら情報 を獲得 し,そ の情報 を基 にそれが そうであ ると 「判断」あ るいは

「仮定」 し
,そ の条件の下では 「…である」 と,述 べ るのであ る。つ ま り,「 な ら」 の前件 には,

話 し手が外 部の情報 か ら,厂 そうであ る」 と 「判 断」で きるものが こなけれ ばならない。 それ故,

こ れまで見て きた ように 「無意志動詞」で,か つ 「結果 としての状態」 を表 わす もの は話 し手が

「そうであ る」 と 「判断」で きないので 「なら」 と共には使 えない。

「(雨が)降 る」 などの動詞 は無意志 的で はあるが
,「 結 果 と しての状態」で はな く 「一時的 な

出来事」 を表わ している。それ故,そ のような 「事件 ・出来事」が(未 来に)そ うで ない状態か

ら新 しく起 こる(だ ろ う)と 話 し手 が 「判断」す ることは可能であ る。

「無意志動詞」で
,か つ結果 を表わす もの も,「(し)そ うだ」,「 ようだ」,「 くらい」が続 けば,

そ のような 「様子」,「外見」,「程度」 である,ま た過去形 になれ ば,す でにその ような 「状態 に

なってい る」 と 「判 断」で きるので,「 なら」が使 えることにな る。

「意志動 詞」 の場合 は
,実 際 はその ような行為 ・動作があ るか は別 として,外 部 の情報 か ら,

少 な くともその 「意志 ・意図 ・気持 ち」 はあると 「判断」 で きるか ら,「 な ら」が使 える。

ある場合 には 「な ら」 と非常 に よく似 た意味で使 われ る 「理由」 を表わす 「か ら」 は,「 無意

志、動詞」が現在形 で も共 に現われる ことがで きる。

(28)あ の 人今 の まま じゃきっと体 をこわすか ら,あ まり無理 を しない よう言 ってやろ うよ。
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「から」は 「なら」とは異なり前件の 「想定の主体」が外部にあるのではなく,話 し手自身であ

る。外部の情報に基づ く 「判断」ではな く,話 し手自身の内から出る 「確信」,「推測」などを表

わす。4

本稿では日本語の 「なら」を取 り上げたが,英 語においてもこのような現象が見られるのかも

調べなければならない。

注

*本 稿 は 同 名 の研 究 ノ ー ト(村 山1988)を 発展 させ て,大 幅 に書 き加 えた もの で あ る。

1Kuno(1973),井 上(1978)参 照

2「 無 意 志 動 詞 」 は 「(気分 が)落 ち込 む」 の よ うに,「 …す る」,あ るい は,「 事 業 に 失敗 す る ・成 功 す る」,

「彼 に 出 くわ す」 の よ うに 「… に … す る」 の 形 が 多 い よ うで あ る。 「風 邪 を ひ く」 の よ う な例 も あ るが,

「… を… す る」 の形 は少 ない ようで あ る。

3「 ら しい」,「 よ うだ」 の 違 い につ い て は,柏 岡 珠 子(1980),森 田良 行(1980)参 照

4Akatsuka(1985),Murayama(inpreparation)参 照
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